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「「「「そのそのそのその１７１７１７１７    闍婆菜種御請証文闍婆菜種御請証文闍婆菜種御請証文闍婆菜種御請証文」」」」    

解 説 

 この文書は関東郡代伊奈備前守忠宥
ただおき

より当時の小中野村名主四郎右衛門（福村家）と網代村名主五兵衛（網代家）宛に下されたもので、幕府の直轄領の村々

へ闍婆菜の種を配るよう命じたものです。栽培の仕方まで書かれており、その文章から現在も市内で栽培されている「のらぼう」の事と推定され、食用の足し

になるか、また生計に役立つか等、後に報告するよう命じています。 

 江戸時代鎖国の時の日本は、オランダの支配下にあったインドネシアのジャワ島を経てオランダ船で物資がもたらされました。ジャバ菜もジャワ島より来た

菜ということだと思われます。ジャワは昔の人はジャバと言いましたし、外国から来たものを排他的な感情で軽蔑してそのように呼んでいました。のらぼうは

油菜科の植物で、その元は地中海が原産地だろうといわれています。 

 栽培の仕方で１番目に「２月か３月頃種を蒔くとよいが、土地によっては８月か９月頃に蒔いてもよい」と書かれています。しかし当地方ではこの文章の逆

で「８月か９月頃に蒔くとよいが、２月か３月でもよい」という方が合っています。このことから、種の配布は西日本以西での栽培が中心に書かれているよう

に思えます。 

 これは全国の幕領の村々に渡されたものでしょうが、近郷では今のところ、青梅市新町、埼玉県都幾川、嵐山などで同文書が残されています。他県でもほと

んど味が同じで、呼び名が違う菜がありますが、元は同じ闍婆菜の種だったのではないでしょうか。 

「のらぼう」と呼ばれるようになった経緯はわかりませんが、自然の中で自由奔放に育つたくましさを感じる名前です。やんちゃな男の子を呼ぶ時、「○○坊」

と呼ぶのは当地方では一般的でしたが、何か共通の野生的なものを感じさせます。 

のらぼうは、くせのない菜でいろいろな食べ方ができますが、五日市地方の「のらぼう」は格別おいしいと定評があります。 
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五日市郷土館内旧市倉家住宅前の「のらぼうの畑」 

 

摘みとった「のらぼう」 


